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研究成果の概要（和文）：本研究課題では，以下の７つのテーマについて分析した。（１）幼少期の健康と将来
の社会経済状態の関係，（２）大規模災害時における医療保険制度の役割，（３）医療扶助制度と外来医療利
用，（４）引退と高齢者の健康，（５）屋外活動規制と未成年の健康，（６）生活保護受給者に対する就労支援
政策，（７）たばこ供給ショックと喫煙行動である。このうち，（１）―（３）は国際的な査読付き学術雑誌，
（４）はディスカッションペパー，（５）－（７）は学会や研究会で研究報告を行った。

研究成果の概要（英文）：The following seven topics were analyzed in this research project. (1) the 
relationship between childhood health and future socioeconomic status, (2) the role of the medical 
insurance system in the event of a major disaster, (3) the medical assistance system and outpatient 
healthcare utilization, (4) retirement and the health of the elderly, (5) outdoor activity 
restrictions and the health of children, (6) employment support policy for public assistance 
recipients, and (7) tobacco supply shocks and smoking behavior. Of these, (1)-(3) were published on 
the international peer-reviewed journals, (4) were reported as a discussion paper, and (5)-(7) were 
presented at conferences and research seminars.

研究分野： 医療（健康）経済学
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  １版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
いずれの研究も関連する先行研究ではまだ分析が行われていないテーマであるため，一定以上の学術的意義を有
する。それぞれの研究については，（１）と（５）は幼少期に良好な健康状態を維持することの重要性，（２）
は大規模災害時における医療保険制度の役割，（３）と（６）は生活保護制度の在り方，（４）は引退後の保健
政策，（７）は喫煙行動の経済学的メカニズムの解明について，それぞれ重要な政策的含意を提供している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
公的なセーフティネットである社会保障に要する費用が国家・地方財政に占めるシェアは拡大
の一途を辿っている。さらなる人口高齢化と人口減という世界的にも未曾有の劇的な人口構造
の変化を経験している日本において，今後も良質な社会保障給付を国民に提供していくために
は，現行の社会保障制度をより効率的に運用していく枠組みが必要である。現行制度をさらに効
率的な制度へと昇華させるには，過去や現在の社会保障政策を，洗練されたミクロ計量経済手法
による厳密な評価を行うことで得られる政策的含意を検討すること，すなわち「エビデンスに基
づく政策立案」が必要不可欠である。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究課題の目的は，現段階で必ずしも精確な評価が行われていない分析を行うことを通して，
「エビデンスに基づく社会保障政策立案」に資する政策的含意を提示することである。 
 
 
３．研究の方法 
 
いずれの分析においても，概ね次の手順で研究は進められた。初めに，それぞれの個票データを
管理している省庁等の担当者に連絡を取り，それぞれの分析で使用する調査票情報の利用に関
する事前相談と利用申請を行った。個票データが提供されるまでに，通常，数か月の期間を要す
るため，その間に先行研究や関連する制度の詳細な変遷等のとりまとめを行った。個票データが
利用可能になった後には，それらを統計ソフトで分析可能なデータセットに変換し，解析作業を
行った。ある程度の研究成果がまとまった時点で，国内外の学会や研究会で報告を行い，評価の
高い国際的な学術雑誌への掲載を目指して投稿を続けた。 
 
 
４．研究成果 
 
下記に示すとおり，12 件の学会報告等を行い，3 本の国際的査読付き学術雑誌の掲載論文と 1 
本のディスカッションペーパーを刊行することができた。 
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